
 

○
「
釣
鐘
弁
慶
」
の
絵
馬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
な
か
に
【
渡
辺
雲
僲
】
が
画
い
た

尾
崎
神
社
の
絵
馬
「
釣
鐘
弁
慶
」
の
原
画
と
お
ぼ
し
き
絵
馬
（
図
１
）

が
あ
り
、
現
在
厳
島
神
社
の
千
畳
閣
に
掲
げ
て
あ
る
。(

図
２) 

 

 
 
 

 

こ
の
「
釣
鐘
を
負
う
弁
慶
の
図
」
の
絵
馬
の
作
者
は
山
野
峻
峰
斎
（
藤

原
俊
芳
）
で
あ
り
、
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
寺
西
主
忠
が
奉
納
し
た
。 

 

○
「
山
姥
」
の
絵
馬 

 
尾
崎
神
社
の
絵
馬
「
山
姥
」
（
作
者
不
明
）
の
原
画
と
お
ぼ
し
き
絵

馬
（
図
３
）
も
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
山
姥
の
図
」

の
絵
馬
の
作
者
は
長
沢
芦
雪
で
あ
り
、
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
三
国

【渡
辺
雲
僲
】  

 

（
そ
の
六
） 

◆
尾
崎
神
社
の
「
釣
鐘
弁
慶
」
（
渡
辺
雲
僲
）
と 

「
山
姥
」（
作
者
不
明
）
の
絵
馬
に
つ
い
て 

 

山 

﨑 

達 

夫 

図１ 「釣鐘を負う弁慶の図」 

図 2 千畳閣 



屋
栄
次
郎
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
。
現
在
、
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

  

○
絵
馬
奉
納
年
の
比
較 

 

尾
崎
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
こ
の
二
枚
の
絵
馬
は
、
厳
島
神
社
の
も
の

と
構
図
が
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
模
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
絵
画
の
世
界
で
は
古
い
時
代
か
ら
絵
の
上
達
の
手
段
と
し
て
広
く

模
写
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ち
な
み
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
あ
る
。 

模
写
―-

（
も
し
ゃ re

p
ro

d
u

c
e

）
は
、
美
術
に
お
い
て
、
他
者
の
作

品
を
忠
実
に
再
現
し
、
あ
る
い
は
そ
の
作
風
を
写
し
取
る
こ
と
で
そ
の

作
者
の
意
図
を
体
感
・
理
解
す
る
為
の
手
段
、
方
法
。
一
方
た
だ
単
に

そ
の
作
品
を
そ
っ
く
り
に
複
製
す
る
（c

o
p
y

）
手
法
は
「
転
写
」
で
あ

り
、
「
模
写
」
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
画
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
修
行
や
絵
画
の
精
神
性
や
洋
式
、
技
法

の
伝
達
な
ど
を
目
的
に
模
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
絵

画
の
保
存
を
目
的
と
し
た
模
写
も
行
わ
れ
て
お
り
、
原
画
が
失
わ
れ
て

も
模
写
が
現
存
す
る
こ
と
で
絵
画
の
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
る
例
も
あ

る
。 

模
写
は
「
上
げ
写
し
」
や
「
敷
き
写
し
」
な
ど
の
技
法
で
原
資
料
か
ら

図
像
を
写
し
取
り
、
色
見
本
を
作
成
し
た
上
で
彩
色
・
裏
彩
色
を
施
し

て
制
作
さ
れ
る
。 

 

最
近
で
は
、
著
作
権
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
概
念
や
権
利
に
注
意

を
は
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
一
般
的
に
は
著
作
者
の
死
後
５
０
年
間
保
護
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
古
い
時
代
に
お
い
て
模
写
は
、
現
在
と
は
違
っ
た
感
覚
で

広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
当
時
は
写
真
や
印
刷
な
ど
の
技
術
が
現

在
ほ
ど
身
近
な
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
模
写
と
い
う
言
葉
か
ら

受
け
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
は
、
当
時
の
人
々
に
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

 

図３「山姥の図」 

『厳島平成絵馬鑑』 



―
―
「
山
姥
の
図
」
奉
納
―
― 

 

 
 

 

「
長
沢
芦
雪
」
に
よ
り
描
か
れ
た
「
山
姥
の
図
」
の
絵
馬
は
、
寛
政

９
年
（
１
７
９
７
）
三
国
屋
栄
次
郎
ら
に
よ
っ
て
厳
島
神
社
に
奉
納
さ

れ
た
。
尾
崎
神
社
に
絵
馬
「
山
姥
」
（
作
者
不
明
）
が
奉
納
さ
れ
た
の

が
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
な
の
で
、
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
か
ら

６
６
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。（
図
４
） 

ま
た
「
長
沢
芦
雪
」
は
、
厳
島
神
社
に
自
身
が
描
い
た
「
山
姥
の
図
」

が
奉
納
さ
れ
て
か
ら
２
年
後
の
１
７
９
９
年
に
没
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
尾
崎
神
社
に
あ
る
「
山
姥
」
の
作
者
は

「
長
沢
芦
雪
」
と
は
推
認
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

―
―
「
釣
鐘
を
負
う
弁
慶
の
図
」
奉
納
―
― 

 

 
 
 

 
図４ 

図５ 



 

山
野
峻
峰
斎
（
藤
原
俊
芳
）
に
よ
り
描
か
れ
た
「
釣
鐘
を
負
う
弁
慶

の
図
」
の
絵
馬
は
、
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
寺
西
主
忠
に
よ
っ
て
厳

島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
尾
崎
神
社
に
「
渡
辺
雲
僲
」
に
よ
り
描
か
れ

た
絵
馬
「
釣
鐘
弁
慶
」
が
奉
納
さ
れ
た
の
が
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）

な
の
で
、
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
か
ら
９
０
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
図
５
） 

 
 
 
 
 

○
ま
と
め 

  

奉
納
絵
馬
の
図
柄
は
、
依
頼
者
、
作
者
、
神
社
の
合
意
が
あ
っ
て
決

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
依
頼
者
と
作
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
成

立
し
な
い
。 

こ
こ
で
尾
崎
神
社
に
「
渡
辺
雲
僲
」
の
「
釣
鐘
弁
慶
」
が
奉
納
さ
れ

た
と
き
の
状
況
を
考
え
て
み
る
。
当
時
の
尾
崎
神
社
に
は
作
者
不
明
の

「
山
姥
」
の
絵
馬
が
す
で
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
厳
島
神
社
に
は
、
当

時
か
ら
１
１
９
年
前
に
「
長
沢
芦
雪
」
の
「
山
姥
の
図
」
の
絵
馬
が
、

ま
た
９
０
年
前
に
は
山
野
峻
峰
斎
（
藤
原
俊
芳
）
の
「
釣
鐘
を
負
う
弁

慶
の
図
」
の
絵
馬
が
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
て
い
た
。（
図
６
）
ま
た
、

当
時
の
人
々
は
厳
島
神
社
に
行
か
ず
し
て
、
「
厳
島
絵
馬
鑑
」
や
「
厳

島
絵
馬
帳
」
な
ど
に
よ
り
、
模
写
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
絵
馬
を

楽
し
ん
で
い
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
尾
崎
神
社
に
あ
る
「
山
姥
」、「
釣

鐘
弁
慶
」
の
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
原
画
が
す
で
に
厳
島
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の
人
々
は
承
知
し
て
い
た

と
思
は
れ
る
。
当
時
の
矢
野
町
の
人
々
が
、
厳
島
神
社
と
同
じ
構
図
の

絵
馬
を
楽
し
も
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

 
 
 

図６ 



参
考
―
絵
馬
の
違
い
の
気
づ
い
た
部
位
を
示
す
。（
図
７
） 

 

 

  

○
本
誌
に
掲
載
の
場
と
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
楠 

精
洲
会
長
に
感
謝
し

ま
す 

○
参
考
資
料 

 

・
多
く
の
資
料
の
提
供
を
「
渡
辺
雲
僲
」
氏
の
ご
親
族
か
ら
受
け
た 

・『
厳
島
平
成
絵
馬
鑑
』
原
田
佳
子 

平
成
一
五
年 

 

 

・『
厳
島
絵
馬
鑑
』（
巻
五
）
千
歳
園
藤
彦 

天
保
三
年 

○
筆
者
紹
介 

 

・
祖
父
、
父
と
も
に
昭
和
三
二
年
ま
で
矢
野
町
砂
原
で
山
﨑
医
院
開
業 

 

・
昭
和
二
五
年
矢
野
町
砂
原
で
出
生 

菊
水
幼
稚
園
第
一
回
卒
園 

 
 

 

図７ 


